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錯視を利用したユニークなデザイン
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数理モデル計算錯視学

Point１ 本研究の概要

長方形のサイズや背景のストライプの幅の関係によって、見かけの動きがことな
ることを数理的に明らかにしました。図形の基本パーツは８パターンですが、この
パーツを組み合わせることで、様々な錯視デザインを作ることができます。

応用可能な分野

連携を希望する業種等

Point２

Point３

詳細な研究・技術シーズは次のページへ

フットステップ錯視アートを利用した時計デザインや広告看板。目を惹くデザイン
は、ＳＮＳなどでの拡散効果を期待できます。

広告業、小売り業種（インテリア、雑貨等）、サービス業（ホテル等）他、上記、
応用可能な分野に関連すれば業種は問いません。



＜キーワード＞ 計算錯覚学，数理モデル，錯視，フットステップ錯視
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錯視を利用したユニークなデザイン

用途・応用分野

• フットステップ錯視アートを利用した時計デザインや広告看板

本技術の特徴・従来技術との比較

• 従来の時計は、秒針がスムーズに動くか、間欠的に動くかのどちらかであった

• 場所によってこの二つの効果を組み合わせたデザインを作ることができれば、これまで
にない目を惹く時計デザインができる

• しかし、場所によって動きを変えることは、技術的に複雑である。
• 錯視を利用することにより、単純な動きのままで、二つの効果を実現することができる
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【時計のデザインへの応用】

作成したアートを時計のデザインへ応用するこ
とで、目を惹く時計のデザインを実現できる。

【フットステップ錯視 原理】

黒と白の二つの長方形が濃い灰色と薄い灰
色の縞模様の上を等速に動いているとき、ま
るで交互に動いているように見える

技術の概要

海と陸 満⽉の
こうもり

ＵＦＯ ドライブ

フットステップ錯視の⾒かけの動き【フットステップ錯視アート】

長方形のサイズや背景のストライプの幅の関係によって、見かけの動きがことなることを数理的に明らかにした。
図形の基本パーツは8パターン、このパーツを組み合わせることで、様々な錯視デザインを作ることができる。
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⻲が右へ進むと
脚がバタバタと・・！？ 月の光を浴びていないとき、

コウモリは羽を動かす！？

なめらかな動きのUFOが
縦縞に⼊ると、カクカクと・・？

止まっている車の
タイヤが回転し始める！？ clockB

この秒針は通る格⼦の
柄によって、動きが
違ってみえます。

実際の映像は
コチラ  ＝＞

実際の映像は
コチラ ＝＞

この秒針は通る格⼦の
柄によって、動きが
違ってみえます。
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